
特定技能者

2025年3⽉
G.A.コンサルタンツ株式会社

就労意欲・転職に関する調査



調査対象：G.A .コンサルタンツが⽀援する関東在住の特定技能者
調査期間：2024年12⽉15⽇〜2025年1⽉15⽇
依頼⽅法：特定技技能者に導⼊の連絡アプリで依頼
調査⽅法：インターネット調査
有効回答数：59
調査機関：G.A .コンサルタンツ株式会社

※調査結果は、端数四捨五⼊の都合により合計が100％にならない場合があ
ります。

調査概要
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サマリ ⽇本の⽣活について
住宅
⽇本では外国⼈が不動産契約を締結する際、携帯電話の通話契約が条件などハードルの⾼い状況が続い
ているものの、50％以上は個⼈で賃貸契約しており外国⼈向けの不動産サービス提供も進みつつあ
る。都市部と地⽅で物件数と借りやすさには格差がある。
住宅費は2万円以下を希望する候補者が多い⼀⽅で、45 .8％は実際には3万円以上かかっている。調査
対象の関東エリアでも都市部と地⽅、会社の寮か個⼈契約かで費⽤負担の幅が⼤きい事が分かる。

⽣活の不安
⼼配することは、病気やけが・収⼊と⽣活する上でプリミティブな部分が上位に来ていることから将来
的なキャリアやライフステージよりも、現在時点の⽣活の不安が⼤きい。

職場
職場では「困っていない」が全体42％と上位を占めるが、次に「伝えたいことを⽇本語で話せない」
12％で外国⼈特有の悩みが⾒てとれる。職場側が伝えられていない悩みを理解することが重要であ
る。職場に期待することとして、「昇給条件の明⽰」・「キャリアアップ⽀援」と続いており、キャリア
と給与のステップアップの相関がより具体的に明⽰されることを期待している。「⽇本語教育」を職場
に求めている事で、現場に即した⽇本語をより理解したいと望んでいることと考察する。
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サマリ 就労意欲について
将来の選択
74.6％は特定技能1号に留まらず、より⻑期の就労意欲を⽰す。特定技能2号・介護福祉⼠の取得を⽬
指す⺟数があきらかになり、職場・登録⽀援機関の役割は⼤きい。

⽇本の選択と理由
特定技能者は86 .4%圧倒的に⽇本での就業を魅⼒に感じており、⺟国や他国での就職はわずか15 .6％
である。
⽇本で働く理由としては、⽇本の魅⼒は安⼼・便利と処遇の2点に集中している。円安の影響があるも
のの、給与の魅⼒はまだあると⾒てとれる。同時に安⼼・便利さが評価されている。

転職
特定技能者としての転職経験が23 .7％、現在転職を検討している特定技能者は18 .6％である。

転職の理由
転職経験者、転職を検討している共に転職理由としては「待遇改善」の理由として⼀番⾼い。検討して
いるグループでは「異なる業種へのチャレンジ」も上位の理由となっている。
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ベトナム
67.8%

その他
23.7%

インドネシア
6.8%

ミャンマー
1.7%

⽇本の技能実習⽣
66.1%

帰国した元技能実習⽣
16.9%

⺟国で学⽣・仕事をしていた
10.2%

国籍

ベトナム⼈の割合が⾼いが、その他の国籍ではスリランカ、ドイツ等多国籍の⽀援実態がうかがえる。
83％が元技能実習⽣で⽇本企業での就業経験、⽇本の⽣活様式を理解している特定技能者である。

属性

特定技能になる前の⾝分

⽇本の留学⽣�1.7�%

その他��5.1%
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現在の業種

属性

製造業
81.4%

その他
8.5%

宿泊業
5.1%

介護業
3.4% 建設業�1.7%

弊社の取引先の割合いに近く、製造業分野に強い特徴が伺える。
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0 10 20 30 40

Facebook

GA�Tokutei

Instagram

Tik�Tok

その他

⼝コミ（組合・友⼈からの情報）

⽇本の転職サイト

⺟国の転職サイト

求職活動について

求職活動時に活⽤した情報

54%がFacebook、⼝コミを求職の情報元としていることは特徴的。⽇本⼈の転職市場においては
47 .5%が情報収集に転職サイトを利⽤していること※と⽐較し、特定技能転者を⽬指す外国⼈と特徴

が⼤きく異なる。 ※マイナビ株式会社　転職動向調査2024年版
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あなたの住宅の契約を教えてください

⽇本では外国⼈が不動産契約を締結する際、携帯電話の通話契約が条件などハードルの⾼い状況が続い
ているものの、50％以上は個⼈で賃貸契約しており外国⼈向けの不動産サービス提供も進みつつあ

る。都市部と地⽅で物件数と借りやすさには格差がある。

住宅の契約について

⾃分が契約した
54.2%

会社が契約した
39%

配偶者・友⼈が契約した
5.1%送り出し機関が契約した�1.7%
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あなたの住宅の家賃（本⼈負担）を教えてください

住宅の契約について

3〜5万円
30.5%

1〜2万円
23.7%

2〜3万円
20.3%

5万円以上
15.3%

1万円未満
10.2%

住宅費は2万円以下を希望する候補者が多い⼀⽅で、45 .8％は実際には3万円以上かかっている。調査
対象の関東エリアでも都市部と地⽅、会社の寮か個⼈契約かで費⽤負担の幅が⼤きい事が分かる。
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あなたが⽇本の⽣活で⼼配することは何ですか（複数選択）

⽣活について

0 5 10 15 20 25 30 35

その他

結婚・⼦育て

⾔葉

災害時の避難や情報収集

仕事・キャリアプラン

収⼊

宗教・⽂化の違い

⼼配事はない

⼈間関係

犯罪

病気やけが

⼼配することは、病気やけが・収⼊と⽣活する上でプリミティブな部分が上位に来ていることから将来
的なキャリアやライフステージよりも、現在時点の⽣活の不安が⼤きい。
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あなたが職場で困っていることは何ですか（複数選択）

職場について

0 5 10 15 20 25 30 35

キャリアアップする⽅法が分からない

その他

会社のマナーやルールが理解できない

会社の誰に相談して良いか分からない

休⽇や休み時間の調整で困った事がある

困っている事はない

仕事のトレーニングがしたい

伝えたい事を⽇本語で話せない

同僚・上司との⼈間関係

⽇本語が聞き取れない

⽇本語や資格の勉強時間がとれない

職場では困っていないが全体の42％と上位を占めるが、次に伝えたいことを⽇本語で話せない12％で
外国⼈特有の悩みが⾒てとれる。職場側が伝えられていない悩みを理解することが重要である。
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あなたが職場に満⾜している点は何ですか（複数選択）

職場について

0 5 10 15 20 25 30

その他

経験・技術向上が⾒込めること

上司・同僚との関係性が良好

⽣活・住環境が良い

待遇（給与含める）

満⾜している点はない

友⼈・親族が近隣にいる

特定技能者は待遇以上に、⽣活・住環境の良さや職場での⼈間関係を重視している。⽇本企業での就業
経験者が多く、よりよい環境の提供が特定技能者の満⾜度が⾼い傾向に。
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あなたが職場に満⾜していない点は何ですか（複数選択）

職場について

0 5 10 15 20 25 30 35

その他

経験・技術向上が⾒込めない

上司・同僚との関係性が不良

⽣活・住環境が不良

待遇（給与含める）

不満はない

友⼈・親族が近隣にいない

現在の職場に不満がないが49％占めているが、待遇への不満が18％と2番⽬に来ている。
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あなたが職場に期待していることは何ですか（複数選択）

職場について

0 5 10 15 20 25 30

キャリアアップ・資格取得の⽀援

その他

⼀時帰国の相談のしやすさ

交流イベントの開催

産休・育休の相談

住宅の契約

昇給条件の明⽰

特にない

⽇本語教育の⽀援

悩みを相談する窓⼝の設置

病院の付き添い

⾯談の機会を増やす

職場に期待することとして、昇給条件の明⽰・キャリアアップ⽀援と続いており、キャリアと給与のス
テップアップの相関がより具体的に明⽰されることを期待している。⽇本語教育を職場に求めている事

で、現場に即した⽇本語をより理解したいと考察する。
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あなたは今後⽇本にどのくらい滞在しますか

将来について

永住を⽬指す
44.1%

5年以上
30.5%

3〜5年
18.6%

1〜3年
5.1% 1年以内�1.7%

74 .6％は特定技能1号に留まらず、より⻑期の就労意欲を⽰す。特定技能2号・介護福祉⼠の取得を⽬
指す⺟数があきらかになり、職場・登録⽀援機関の役割は⼤きい。
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あなたの将来の希望を教えてください

将来について

⽇本で働き続けたい
86.4%

別の国で働きたい
5.1%

⺟国で別の仕事をしたい
3.4%

⺟国に帰って⽇本で得た技術経験を活かせる仕事をしたい
5.1%

特定技能者は86 .4%圧倒的に⽇本での就業を魅⼒に感じており、⺟国や他国での就職はわずか15 .6％
である。
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あなたが⺟国・他国と⽐べて⽇本で働く理由（複数選択）

⽇本の選択

0 10 20 30 40 50

その他

差別がない

仕事での経験・技術向上が期待できる

社会保障が充実している

⽣活環境が良い（安⼼・便利）

待遇が良い（給与含める）

特にない

⽂化に興味がある

⽇本の魅⼒は安⼼・便利と処遇の2点に集中している。円安の影響があるものの、給与の魅⼒はまだあ
るが、安⼼・便利さが評価されている。
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あなたが⺟国・他国と⽐べて⽇本で働かない理由（複数選択）

⽇本の選択

0 5 10 15 20 25 30 35

その他

家族・親族の世話が必要

差別がある

仕事での経験・技術向上が期待できない

税⾦・社会保障費⽤が⾼い

待遇が悪い（給与含める）

特にない

⽇本⽂化が合わない

税⾦・社会保障費の⾼さ以外に⼤きな理由はない。⽇本⽂化に馴染めず⽇本を選択しないは⾮常に低い
結果となり⼀定程度⽂化が受け⼊れられている。
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特定技能として転職した経験

転職について

ない
76.3%

ある
23.7%

特定技能者としての転職経験が23 .7％に対し、⽇本での20代正社員の転職率は13 .2%※である。

株式会社マイナビ　転職者の年代比率推移／転職動向調査2024年版（2023年実績）
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特定技能として転職した理由（転職あると回答したグループ）

転職について

0 2 4 6 8 10

異なる業種へチャレンジ

経験・技術向上が⾒込めない

差別がある

上司・同僚との関係性が不良

⽣活・住環境が不良

待遇（給与含める）

登録⽀援機関への不満

友⼈・親族が近隣にいない

転職理由としては待遇改善のための転職が39％で理由として⼀番⾼い。⼀⽅、⽇本の20代における転
職理由の上位は「仕事内容の不満」「処遇の不満」である。

株式会社マイナビ　転職者の年代比率推移／転職動向調査2024年版（2023年実績）
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現在転職を検討していますか

転職について

いいえ
81.4%

はい
18.6%

現在18 .6%が転職を検討している。
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転職を検討する理由（転職を検討しているグループ）

転職について

0 1 2 3 4 5 6 7

その他

異なる業種へチャレンジ

上司・同僚との関係性が不良

⽣活・住環境が不良

待遇（給与含める）

登録⽀援機関への不満

友⼈・親族が近隣にいない

現在転職を検討しているグループでの転職理由は、「待遇の改善」が1位であるが2位に「異なる業種へ
チャレンジ」が⼊り、⼀定数は異業種への転職を検討している。

22



現在、⽇本語を学習していますか

⽇本語学習

はい
79.7%

いいえ
20.3%

79 .7%が何かしらの⽇本語学習に取り組んでいる。
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⽇本語の学習⽅法（⽇本語学習をしているグループ）

⽇本語学習

0 5 10 15 20 25 30

SNS

YouTube・動画

スクール（オンライン含む）

その他

テキスト

学習アプリ

職場での学習機会

⽇本⼈とコミュニケーションをとる（職場・友⼈など）

⽇本語の学習⽅法は圧倒的にデジタルデバイスでの学習が浸透しているものの、⽇本⼈とのコミュニケ
ーションを図ることも浸透している。
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⽇本語学習の⽉額費⽤（⽇本語学習をしているグループ）

⽇本語学習

0円
46.8%

5000円〜
14.9%

500円〜1000円
10.6%

選択なし
10.6%

3000円〜5000円
8.5%

1000円〜3000円
6.4%

1〜500円
2.1%

42 .6％が⽇本語に費⽤をかけて学習している。また、費⽤をかけているグループの中では14 .9％と
⽉額5 ,000円以上が最も多い。
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登録⽀援機関に期待するサポート

登録⽀援機関

2号取得の説明会
24.3%

キャリアアップ・資格取得の⽀援
19.4%

⽇本語教育の⽀援
19.4%

特にない
15.5%

病院の付き添い
8.7%

その他
7.8%

交流イベントの開催
1.9%

⾯談の機会を増やす
2.9%

登録⽀援機関への期待としては、突発的な⽣活サポートよりも2号取得やキャリアアップ、⽇本語教育
など⻑期滞在に向けた⽀援に期待を寄せている。
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弊社へのコメント（⾃由記述）

登録⽀援機関

0 2 4 6 8

熱⼼なサポートに感謝している

感謝の意を表すメッセージが多い

GA会社に対する満⾜度が⾼い

良い会社としての評価が多い

⾏動が遅れることに不満がある

特に不満はないとの意⾒がある

来年も引き続きの関係を希望

2号ビザ更新のサポートを求めている

プロフェッショナルな対応を評価

オンラインクラスのサポートを期待

⾃由記述の意⾒としては、概ね好意的な意⾒があるものの、⼀部「対応が遅い」との意⾒があり改善す
べき点として共有し、体制強化を図る。

27



本資料に関するお問合せ先

G .A .コンサルタンツ株式会社
市場開発部マーケティングチーム
tokyo_marke .d i v@gag r . co . j p
03 - 6300 - 7840

本資料の著作権は当社に帰属します。そのため、本資料に掲載
のデータ・図版等の無断転載を禁じます。転⽤・引⽤やご質問
等に関しては、上記までご連絡ください。


